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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜入室状況＞
【入院】
・田中　ハルエ様～東病棟Bユニット1号室に任意入院となる。
・曽我　正子様～東病棟Cユニット号室に医療保護入院となる。

【転出】
・宮坂　喜一様～東病棟Cユニット4号室→南病棟Dユニット203号室

【転入】
・川村　貞子様～西病棟Aユニット44号室→東病棟Bユニット1号室
・原　まさ様～西病棟Aユニット42号室→東病棟Dユニット17号室

【ユニット移動】
・鈴木　國男様～東病棟Aユニット10号室→東病棟Cユニット4号室
・寺地　啓喜様～東病棟Bユニット3号室→東病棟Aユニット10号室
・田中　倖太様～東病棟Cユニット4号室→東病棟Bユニット3号室

＜患者様連絡事項＞
・沢野　茂雄様～主治医よりレントゲンの結果、明日から抗生剤3日分の処方あり。

・鈴木　國男様～10：25終日隔離終了となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間の開放観察の指示あり。開放観察中、他室侵入や私物弄りあり早めに開放観察終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。8：00～20：00までの開放観察の指示あり。自室やホールで過ごされ不穏、興奮、他者トラブルなく経過。過度な飲水要求もなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。自室にて臥床されていること多く、対面時眼光鋭さあるが、妄想言動や不穏はなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・松橋　和大様～終日隔離中。対面時口調穏やかで過度な私物要求や粗暴性、不穏興奮なく経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。午前午後2時間の両下肢開放観察の指示あり。8：20ベッド上体動激しく大声で叫び続け不穏時リスペリドン内用液（2）１P服用。その後落ち着いたことから午前の開放観察開始するも壁を蹴り始めた為早めに開放観察終了している。午後も開放観察開始後ベッド上体動活発さあり、声かけ聞き入れず同行為繰り返し落ち着きなく早めに開放観察終了する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜土井Dr.皮膚科診察＞
・古積 幸太様～ミノマイシン処方継続、処置変更なし。

・藪 真弓様～両手、頭部治癒。上背部から頸部にかけて掻痒感あり、デルモゾールDPクリーム塗布指示あり。

・安達 貴浩様～顔面、耳の処置変更となりロコイド軟膏となっている。

・小栗 健太郎様～左手治癒。他処置継続。

・飯田　修子様～両趾爪、趾間にも処置の指示あり。

※他の方々は処置変更なし。

＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和7年8月26日　14：00
　氏　　名：田中　ハルエ様（たなか　はるえ）様
　生年月日：昭和10年10月20日(89歳)
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr.　
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　　令和5年8月下旬頃より、意欲低下や食思不振、全身の倦怠感が出現。
　夜間も体熱感や発汗を訴えて不眠が続いていたことから、かかりつけ
　の内科にて抗うつ薬や睡眠導入剤の処方を受けていた。しかし、症状
　改善は見られず令和5年9月上旬頃からは意欲低下が顕著となり希死的
　発言も聞かれるようになっていた。同月18日の午前6時頃に希死念慮を
　訴えてコップ1杯分の農薬を飲用。同日20時頃に長女が会話・体動困難
　となっている本人を発見し救急要請、青森労災病院に搬送されている。
　同院にて麻痺性イレウスの診断を受け、絶飲食や補液、薬物療法を行い
　身体状態は改善。うつ状態の治療継続のため当院へ紹介となり令和5年
　9月22日に当院初診、専門治療と薬剤調整目的にて同日当院1回目の医療
　保護入院となる。薬物療法により症状改善したことから、令和6年2月10
　日自宅へ退院となる。以降当院通院を継続していたが、同年8月3日訪問
　看護スタッフへ強い抑うつ感、希死念慮の訴えあり。同日当院受診し、
　当院2回目の医療保護入院となっている。入院後は希死的発言無く食事も
　摂取され夜間も良眠されている。その後薬物療法により症状改善したこ
　とから、施設入所が決定し同年10月3日当院退院となる。その後も当院へ
　の通院継続され訪問看護を利用しながら施設での生活継続していた。R7年
　8月22日診察後より気分の落ち込みが強く、自室に籠り、食事も 部屋に
　運んでもらっている状態。交流のあった入居者が退居した事も気分低下
　に影響していると話され、娘様より以前、自殺企図があった為心配であり
　、入院治療の希望聞かれ、本人様からも入院治療に同意したことから、
　本日東病棟Bユニットへ任意入院となる。
②日　　時：令和7年8月26日　12：30
　氏　　名：曽我　正子様（そが　まさこ）様
　生年月日：昭和28年5月15日(72歳)
　病　　名：統合失調感情障害
[bookmark: _GoBack]　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr.　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　当院へは2回の入院歴あり。最終入院はR元年11月。退院後は
定期的に外来通院していた。現在東幸園へ入所中。施設より本人が
多飲水があり排泄回数多く、失禁などもあることから飲水量減らせ
るように本人へ説明すると易怒性が高く、指示も入らない状態で
頓用薬使用するも易怒性は同様にあり。施設内での対応に苦慮して
いることから入院による薬剤調整希望され東病棟Bユニットへ医療
保護入院となる。



